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Japan Mobility Show2023 第３報（今後のモビリティ） 

 今回は、第３報で、電気自動車を含む今後のモビリティを示す。 
 本件は、本展示会での詳しい情報収集は、ほとんどできず、本展示会以外情報も含めて
作成した。 電気自動車、空飛ぶくるま、その他のモビリティの順に報告します。 

  
１．電気自動車 

展示会の報告に先立ち、電気自動車関係の情報を掲載します。 
１）ＥＶの種類と略語 表１ 

 
＊ＸEVは BEV, HEV、PHEV、FCEV の総称 

 ２）2022 年の電気自動車（HEV）の世界販売台数および地域別 BEV,HEV 比率 
    表 2 2022 年の電気自動車（HEV）の世界販売台数 

    

表３ 2022 年の地域別 BEV,HEV 比率 

   
 

順位 会社 販売台数 対2021伸び率
1位 テスラ（米）   131万4000台 40%
2位 BYD（中）     91万1000台 280%
3位 SAIC Motor（中）    75万台
4位 VWーG（独）     57万2000台
5位 FORD
6位 現代
中国  590万台

全世界  780万台 68%
＊新車販売台数 8060万台

地域 xEV販売台数 BEV比率 HEV比率
中国  590万台 19.0% 29.0%
欧州  260万台 11.0% 20.3%
米国    99万台 5.8%
日本    10万2000台 3.0%
世界  780万台 10.0% 14.0%



３）xEV 販売台数の推定 

 
        図１ xEV 販売台数の推定 
 
４）トヨタの全方位戦略  

  上記状況の中で、トヨタは、下に示すように、全面 BEVかを否定する３つの理由か
ら、全包囲戦略を掲げている。 

 
  本戦略は、賛同できるものであり、このような方向に進むものと思う。 



 ４）Japan Mobility Show で展示された EV 表４ 

 

  本件、詳細は把握していないので、EV についてはここまでにとどめる。 
 
２．空飛ぶクルマ 
  空飛ぶクルマについては、筆者はこれまでの調査結果から下記の通りまとめている。 
  １）空飛ぶクルマの概要 

 

メーカー 車種 対象 備考
トヨタ FT-3e SUVタイプのEVのコンセプトモデル ドライバーがクルマに近づくとバッテリー残量や車内温度などを表示

FT-Se 高性能スポーツEVのコンセプトモデル 主要コンポーネントをFT-3eと共有
KAYOIBAKO 小型ワンボックスEVのコンセプトモデル 目的に応じて役割を変えることができる「超拡張性能」が特徴

レクサス LF-ZC　　　　＊ 2026年の導入を目指す次世代EVコンセプト 次世代音声認識。内装材に竹／銅繊維織物＋光透過を使用。環境への配慮と上質でラグジュアリー

LF-ZL　　　　＊ フラッグシップとして提案するEVのコンセプトモデル クルマがドライバーのニーズを学習し、“先回り”して機能などを提案
日産 ﾊｲﾊﾟｰｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｭｱ 電気SUVのコンセプトモデル 自宅への給電や電力網への電力供給も可能で、電力ネットワークの一部としても機能する

ハイパーツアラー プレミアムEVミニバンのコンセプト 全固体電池を組み合わせており、蓄えた電力を自宅などに給電。完全自動運転技術を搭載
ﾆｯｻﾝﾊｲﾊﾟｰﾌｫｰｽ 次世代の高性能スーパーカーのコンセプトモデル 高強度カーボンを活用した軽量化車体

ホンダ SUSTAINA-C　＊ 再生素材を用いた乗用車のコンセプトモデル MIC（モールドインカラー）によるボデイパネル装着
PRELUDE Concept 電動スポーツクーペのコンセプトモデル ハイブリッド車として開発

ﾎﾝﾀﾞ／ＧＭ クルーズ・オリジン 運転席のない自律走行車 レベル4に相当する自動運転技術
マツダ MAZDA ICONIC SP コンパクトスポーツカーのコンセプトモデル ロータリーEVシステムを採用
スバル SUBARU SPORT MOBILITY Concept EVのコンセプトモデル 四輪を意のままにコントロールできる
三菱 MITSUBISHI D:X Concept 電動クロスオーバーMPVのコンセプトモデル プラグインハイブリッド車（PHEV）のシステムに持ち前の四輪制御技術を組み合わせた
スズキ eWX 軽ワゴンとEVをクロスオーバーさせたコンセプトモデル 軽やかで使いやすく居心地のよい室内空間を訴求
ダイハツ me:MO 軽EVのコンセプトカー モジュール化した内外装部品の構造により、デザインだけでなく車両形態の変更も可能

UNIFORM Cargo 軽商用車のコンセプト レジャーなどのプライベートなシーンにも対応
OSANPO 軽オープンEVのコンセプトモデル ゆったりとした楽しさを提案

ソニー・ホンダ AFEELA Prototype EVのコンセプトモデル ニーのセンサー技術とホンダの安全技術などを組み合わせたことで、世界トップクラスの安全性能を追求

BMW iX2　　　　　　＊ プレミアム・エレクトリックSUV クーペ、SUV、電気自動車のすべてを手にした一台
iX5 Hydrogen　 ＊ 水素燃料電池車 水素タンクの充填はわずか3〜4分、航続可能距離は約504km
i5 M60 xDrive 5シリーズ初の電気自動車
 i7 M70 xDrive  ＊ BMW史上、最もパワフルなEV

Benz コンセプトEQG 次世代のオフローダーコンセプト 4つの電気モーターが個別に制御され、高いオフロード性能を発揮
C 63 E パフォーマンス＊ プラグインハイブリッド

BYD BYD DOLPHIN コンパクトEV
ATTO 3 ミドルサイズSUV

RENAULT ARCANA　　＊ フルハイブリッド
CAPTUR フルハイブリッド
LUTECIA フルハイブリッド

　注）＊は第２報で、外形および内装を報告



２）空飛ぶクルマの開発状況 表５ 

 
 
 ３）先行開発されている空飛ぶクルマ 図２ 

 
 



 ４）空飛ぶクルマの主要機体 図３ 

 
 ５）主要機体例 
  ①Joby Aviationの S4 図４ 

 

 
  現時点では、法規制で、照明で情報等を表示する（ライテイング）外装は許可されて 
いないこともあり、今展示会では、これら以外の展示はなかったと思われる。（車の 
テクノロジー展では多数展示） 

 



  ②デンソーの空飛ぶクルマ用モーター、「4kg・100kW」 図５ 

 
  ③SKYDRIVEの空飛ぶクルマ 図６ 

 
 
  ⑥その他の空飛ぶクルマの例 図７ 



 

 
 ６）eVTOL開発における樹脂材料などへの期待 

 
 ７）Japan Mobility Show2023で展示された空飛ぶクルマ 図８ 

 



 
 
３．ヤマハの２～４輪車 図９、図１０ 

ヤマハは、各種コンセプトの２～４輪車を展示した。主要なものを示す。 

 
          図９ ヤマハの２輪車 

 
         図１０ ヤマハの３，４輪車 
 
４．その他のモビリティ 
  その他のモビリティとして、電動自転車およびその他の 1人乗りのモビリティを示



す。 
１）電動自転車 図１１～１３ 

 
 

 
 
 

 
 
 ２）他の 1人乗りモビリティ 図１４ 



 
 


